
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 414 

令和 5年度 公民科 

 

教科 公民科 科目 公共 
単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 「私たちの公共」資料から考える現代社会の課題（清水書院） 

副教材等 
テーマ別資料「公共」（東京法令出版） 

私たちの公共「ワークノート」（清水書院） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・自分が現在生きている社会の様々な問題等に対して、ただ知識を身につけるだけでなく、主体

的に考察し、実際に行動に移せるよう意欲的に取り組むことを期待します 

・ワークシートやレポート課題をファイリングするために、ファイルを用意してもらいます 

 

 

２ 学習の到達目標 

・現代の諸課題を捉えるため、諸資料から、倫理的主体として活動するために必要となる情報を適切

かつ効果的に調べ、理解し、まとめ上げる。 

・現実社会の諸課題の解決に向けて、公共的な空間における基本的原理を活用して、事実を基に多面

的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を入れながら思考・構想したことを

議論する力を養う 

・よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う        

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

現代の諸課題を捉え考察し、選

択・判断するための手掛かりと

なる概念や理論について理解す

るとともに、諸資料から、倫理

的主体などとして活動するため

に必要となる情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身に

付けるようにする。 

現実社会の諸課題の解決に向け

て、選択・判断の手掛かりとなる

考え方や公共的な空間における基

本的原理を活用して、事実を基に

多面的・多角的に考察し公正に判

断する力や、合意形成や社会参画

を視野に入れながら構想したこと

を議論する力を養う。 

よりよい社会の実現を視野に、現

代の諸課題を主体的に解決しよう

とする態度を養うとともに、多面

的・多角的な考察や深い理解を通

して涵養される、現代社会に生き

る人間としての在り方生き方につ

いての自覚や、公共的な空間に生

き国民主権を担う公民として、自

国を愛し、その平和と繁栄を図る

ことや、各国が相互に主権を尊重

し、各国民が協力し合うことの大

切さについての自覚などを深め

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一

学

期 

第

１

部 

公

共

の

扉  

第１章  社会で生きると

いうこと 

1  私たちと青年期 

2  私たちと社会 

3  人間の社会と文化 

 

a: 青年期の課題や人間が社会的

存在であることの意義を理解す

る。世界の宗教や日本の思想等、

伝統や文化、先人の取組や知恵に

触れることを通じて、自らの価値

観を形成するとともに、他者の価

値観を尊重することができる存

在であることについて理解する。 

b:自分自身が公共的な空間を作

り出す一員である自覚を深める

とともに、他者と協働して社会を

作り出すことの意義について多

面的・多角的に考察し、表現する。 

c:公共的な空間をつくる私たち

について、よりよい社会の実現を

視野に現代の諸課題を主体的に

解決しようとしている。 

発問評価

小テスト 

定期テスト 

資料の読

み取り 

ワークシー

ト 

発問評価

定期テスト 

授業態度 

レポート 

ディスカッ

ション 

 

第２章  みんなが幸せな

社会とは？ 

1  よく生きるとは？ 徳 

2  幸福な社会とは？ 功

利主義 

3  幸福な社会とは？ 正

義の原則 

a: 行為の結果である個人や社会

全体の幸福を重視する考え方や、

行為の動機となる公正などの義

務を重視する考え方などについ

て理解する。 

幸福を重視する考え方や、行為の

動機となる公正などの義務を重

視する考え方などを通して、人間

としての在り方生き方について

考えることがよりよく生きる上

で重要であることを理解する。 

b:幸福を重視する考え方や公正

などの義務を重視する考え方を

踏まえ、人間としての在り方生き

方について多面的・多角的に考察

し、表現する。 

c: 公共的な空間をつくる人間と

して、よりよい社会の実現を視野

に現代の諸課題を主体的に解決

しようとしている。 

発問評価

小テスト 

定期テスト 

資料の読

み取り 

ワークシー

ト 

発問評価

定期テスト 

授業態度 

レポート 

ディスカッ

ション 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

一
学
期 

 

第３章  公共的な空間に

おける基本原理 

1  個人の尊重と社会 

2  民主主義、立憲主義 

3  法はなぜ必要なのか 

 

a: 人間の尊厳と平等、個人の尊

重、民主主義、法の支配、自由・

権利と責任・義務など、公共的な

空間における基本的原理につい

て理解する。 

b: 「新型感染症問題」「候補者男

女均等法」を事例に、諸資料を読

み取り、情報を活用して、公共的

な空間における基本的原理を踏

まえ、個人と社会との関係を多面

的、多角的に考察、構想できるよ

うにする。 

c: 現代の近代民主主義国家に対

する関心を高め、個人と国家の在

り方や民主社会に主体的に生き

る人間の在り方について考察し

ようとしている。 

発問評価

小テスト 

定期テスト 

資料の読

み取り 

ワークシー

ト 

発問評価

定期テスト 

授業態度 

レポート 

ディスカッ

ション 

プレゼンテ

ーション 

 

二
学
期 

第
２
部 

よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
と
参
画 

                                            

第１章  私たちの生活と

法 

1  個人と法 

2  平等に生きる権利 

3  自由に生きる権利 

4  人間らしく生きる権利 

5  新しい人権 

  

  

  

  

  

  

a: 日本国憲法と大日本帝国憲法

との比較から相違点を考えさせ

る。また日本国憲法の三大原則を

理解する。具体的な事例を通し

て、日本国憲法の基本的な権利に

ついて理解する。 

b: 「消費者の権利と義務」につ

いて、具体的事例を通して、多様

な契約の存在や、契約の意義やリ

スクについて多面的・多角的に考

察、表現できるようにする。 

c: 憲法と人権に関心を持ち、自

己の生き方と結び付けて考察し

ようとしている。 

発問評価

小テスト 

定期テスト 

資料の読

み取り 

ワークシー

ト 

発問評価

定期テスト 

授業態度 

レポート 

ディスカッ

ション 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

二
学
期 

第２章  私たちの生活と

政治 

1  日本の統治機構 

2  国会のしくみとはたら

き 

3  内閣のしくみとはたら

き 

4  行政機構としての国の

役割と体制 

5  裁判所のしくみとはた

らき 

6  紛争解決のしくみ 

7  地方自治の役割と現状 

8  選挙のしくみ 

9  政党と政治参加 

10  民主政治の原理と世

論 

  

  

  

  

  

  

  

  

a: 日本の統治機構と世界の統治

機構と比較し、私たちの権利や自

由を守るためにどのように組織

されているのか理解する。 

国会・内閣・裁判所のしくみと働

きについて理解する。  

日本の行政機関の特徴と行政権

の拡大の問題点について理解す

る。 

b: 「模擬裁判」を事例に、裁判や

法律家が果たす役割、適正な手続

き、証拠や論拠に基づき公平・公

正に判断することについて多面

的・多角的に考察、表現できるよ

うにする。 

「模擬請願」を事例に、現在住ん

でいる自治体が抱える課題につ

いて適切に情報を収集し、読み取

って、課題の解決の在り方につい

て考察、構想する。  

c: 現実社会の諸課題について、

特に政治的分野について、よりよ

い社会の実現を視野に、現代の諸

課題を主体的に解決しようとし

ている。 

発問評価

小テスト 

定期テスト 

資料の読

み取り 

ワークシー

ト 

発問評価

定期テスト 

授業態度 

レポート 

ディスカッ

ション 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

第３章  平和主義と日本 

1  日本の平和主義と憲法 

2  日本の外交と平和な社

会の構築 

  

  

  

  

a: 日本の戦後における外交のあ

ゆみを通して、平和な社会を作る

ために日本の外交が果たしてき

た役割とその課題について理解

する。 

b: 「領土問題」を事例に、現在日

本が抱えている「領土問題」の経

緯に関する情報を収集し、読み取

って、「領土問題」の解決の在り

方について考察、構想する。 

「憲法改正」を事例に、行為の結

果である個人や社会全体の幸福

を重視する考え方や、行為の動機

となる公正などの義務を重視す

る考え方等を活用して、憲法改正

の在り方について考察、構想す

る。 

c: 現実社会の諸課題について、

特に日本の平和主義と安全保障

の問題について、よりよい社会の

実現を視野に、現代の諸課題を主

体的に解決しようとしている。 

発問評価

小テスト 

定期テスト 

資料の読

み取り 

ワークシー

ト 

発問評価

定期テスト 

授業態度 

レポート 

ディスカッ

ション 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

二
学
期 

第４章 私たちの生活と経

済 

1   私たちの生活と経済活

動 

2  市場経済のしくみ 価

格を決める要因 

3  企業の経済的役割 

4  国民所得と私たちの生

活 

5  政府の経済的な役割 

6  税金と国債を考える 

7  金融機関の役割 

8  労働と雇用 よりよい

はたらき方をめざして 

9  社会保障制度の意義 

  

 

a: 市場メカニズムなど経済の基

礎的なしくみと概念について理

解する。 

企業の役割とはたらきについて

理解する。 

戦後の日本の経済の発展の歴史

について理解する。 

財政と租税のしくみと機能につ

いて理解する。 

社会保障制度の歴史的経過を把

握させ、制度の内容と課題につい

て理解する。 

b: 「市場経済の機能と限界」を

事例にして、市場の失敗の事例と

その対応方法について考察し、表

現する。 

「職業選択」を事例に、社会の急

激な変化や、それに対応する社会

的な起業の意義とともに、働くこ

との意義について考察、表現する 

「金融の働き」を事例に、金融の

しくみと役割や、新たな金融の形

態について考察、表現する。  

「雇用と労働」を事例に、労働者

の権利や労働契約を巡る法規制

の形態について考察、表現する。 

c: 私たちの生活における経済の

役割について、その社会に生きる

自らの考えにちかづけて考察し

ようとしている。 

発問評価

小テスト 

定期テスト 

資料の読

み取り 

ワークシー

ト 

発問評価

定期テスト 

授業態度 

レポート 

ディスカッ

ション 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

三
学
期 

第５章   私たちの生活と

国際社会 

1  国際社会と国際法 

2  国際連合と国際機関 

3  平和な国際社会をめざ

す 

4  グローバル化する社会 

5  発展途上国の経済成長

と地域的な経済統合 

6  持続可能な国際社会 

a: 国際社会における国家主権の

意味と、国際関係を規律する国際

法の意義及びその発達について

理解する。   

第二次世界大戦後、世界の体制は

どのような展開をしたのかを理

解する。また、その歴史の中で、

核拡散防止の現状と核軍縮に向

けた取り組みについて理解する。

自由貿易と保護貿易の違いを理

解するとともに、自由貿易が拡大

した背景やその影響（「相互依存」

等）について、為替レートや国際

収支と関連付けながら理解する。 

b:「経済のグローバル化と相互依

存」を事例に、グローバル化の進

展が及ぼす影響と社会の変化に

ついて、考察し、表現する。 

「国際社会で貢献しよう」を事例

に、SDGsの概念を理解するととも

に、ODA大綱等の資料を読み取り、

日本が国際社会で果たすべき役

割について考察し、構想する。 

c: 現実社会の諸課題について、

特に国際社会に関する分野につ

いて、よりよい社会の実現を視野

に、現代の諸課題を主体的に解決

しようとしている。 

発問評価

小テスト 

定期テスト 

資料の読

み取り 

ワークシー

ト 

発問評価

定期テスト 

授業態度 

レポート 

プレゼンテ

ーション 

ディスカッ

ション 

 

第
３
部 

 

持
続
可
能
な
社
会
を
創
る 

   
case study 

①   中高生の会社起業 

休耕田の活用 

②  情報社会と私たちの

生活 

③  すべての人が輝く社

会を考えよう 

④  望ましいエネルギー

とは 

⑤  持続可能な開発目標

にもとづく援助 

  

 

b:各種事例に対して、主体的に参

画し、共に生きる社会を築くとい

う観点から課題を見いだし、その

課題の解決に向けて事実を基に

協働して考察、構想し、妥当性や

効果、実現可能性などを指標にし

て、論拠を基に自分の考えを説

明、論述する。 

c:持続可能な社会の形成に関す

る関心を高め、それを意欲的に追

究し、現代に生きる人間としての

在り方生き方について考察して

いる。   

 資料の読

み取り 

ワークシー

ト 

 

プレゼンテ

ーション 

レポート 

ディスカッ

ション 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


